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研究業績：先進機能材料研究部門・環境材料研究グループ

“

”

（ ）
各種担持貴金属触媒について弱リーン条件での
還元活性を評価したところ、 を担持した触媒が高温
域で高い活性を示すことを見出した。担体を変えた
触媒の中で が最も有効であった。in situ赤外
吸収分光法により活性発現の要因を検討した結果、反
応中に が活性な金属状態に還元・維持されること、

や などの酸性担体と用いることで 種の
還元が低温で進行することを明らかにした。

「in situ 赤外吸収分光法を活用した排ガス浄化触媒の
評価および反応解析」
羽田政明
自動車技術会 シンポジウム ，
（ ）
自動車排ガス浄化触媒のキャラクタリゼーションとし
て in situ赤外吸収分光法を活用した手法について最
近の研究成果をまとめた。

研　究　業　績

先進機能材料研究部門・環境材料研究グループ

〈論文〉

〈著書〉

「ディーゼル用途を中心とした排ガス触媒のキャラクタ
リゼーション・表面分析技術」
羽田政明
ディーゼルエンジン排気浄化における触媒材料および
システムの開発・要素技術、 （ ）、サ
イエンス テクノロジー
触媒の表面キャラクタリゼーションとして、プローブ

分子の吸着現象を活用する貴金属の分散度の評価方法
と赤外分光法を用いた貴金属および酸化セリウム系材
料の表面状態を評価・解析するための手法ならびに赤
外分光法を活用した反応雰囲気下での 測定（反
応ダイナミクス）および貴金属、酸化セリウム系材料
の還元挙動を評価するための昇温還元法の測定例を紹
介した。

〈総説・解説・報文・その他〉

「汎用元素からなる酸化物触媒による一酸化炭素の低温
浄化の実現」
羽田政明・砥綿篤哉・服部将朋
耐火物， ［ ］， （ ）
鉄やコバルト、銅、セリウムなどの汎用元素のみから
構成される酸化物触媒上での低温 酸化反応に関す
る著者らの研究成果を紹介した。

「自動車排ガス浄化触媒の in situ operando評価手法」
羽田政明
株式会社住化分析センター　

（ ）
自動車排ガス浄化触媒におけるミクロ～メソ領域の触
媒反応解析として赤外吸収分光法および 線吸収分
光法を活用した in situ operando観測の有効性を解説
するとともに、マクロ領域としてのモノリス型触媒内
部の反応ダイナミクスを評価する手法を紹介した。
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研究業績：先進機能材料研究部門・環境材料研究グループ

〈発表〉

“

”

「メタン酸化カップリング反応における酸化イットリウ
ム触媒への酸化セリウムの添加効果」
桂川侑也・田中真実・羽田政明
第 回 ポスターセッション、 年 月 日、
東京

「第 成分添加 担持 触媒の 特性
と三元触媒活性」
草次健人・羽田政明
第 回 ポスターセッション、 年 月 日、
東京

“

”

13th European Congress on Catalysis

「環境浄化触媒における貴金属の省使用化から非貴金属
化に向けて」
羽田政明
第 回 石油学会東海支部講演会、 年 月 日、
名古屋（依頼講演）

「非貴金属系三元触媒としての 」
花本浩平・東　遥介・羽田政明
第 回触媒討論会、 年 月 日、松山

「酸化鉄を添加した 触媒上での高温
直接分解反応」

林　勇治・服部将朋・清木　晋・高木　修・羽田政明
第 回触媒討論会、 年 月 日、松山

「脱合金酸化法により作製した酸化セリウムの特異な
挙動」

・ ・桑原　聖・浅尾直樹・
羽田政明

第 回触媒討論会、 年 月 日、松山

「コアシェル型セリアジルコニアに担持した貴金属の三
元触媒基礎特性」
小澤正邦・高橋将大・小林克敏・羽田政明
第 回触媒討論会、 年 月 日、松山

「 上の酸化銅の状態による 酸化活性へ
の影響」
服部将朋・羽田政明・小澤正邦
第 回触媒討論会、 年 月 日、松山

「種々の酸化物に担持したパラジウム触媒上での三元触
媒反応」
中村悠一郎・羽田政明
第 回触媒討論会、 年 月 日、松山

「セリウム－イットリウム複合酸化物の酸素種の反応性
とメタン酸化カップリング活性」
桂川侑也・羽田政明
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸

「 への第 成分添加による 特性の向
上と担持 触媒の三元触媒活性」
草次健人・羽田政明
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸

「自動車排ガス浄化触媒のキャラクタリゼーションと
in situ反応解析」
羽田政明
住化分析センター講演会、 年 月 日、新居
浜（依頼講演）

「残油水素化脱硫触媒への亜鉛添加効」
飯塚喜啓・中嶋伸昌・佐藤一仁・羽田政明
第 回石油・石油化学討論会、 年 月 日、
鳥取

「白金を担持したバリウム含有複合酸化物の 吸蔵
特性に及ぼす第 成分添加効果」
加古悠馬・稲村昌晃・若林　誉・中原祐之輔・羽田
政明
第 回石油・石油化学討論会、 年 月 日、
鳥取
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研究業績：先進機能材料研究部門・環境材料研究グループ

「酸化セリウム－酸化ジルコニウム複合酸化物に担持し
た銅触媒の三元触媒特性」
花本浩平・東　遥介・羽田政明
第 回石油・石油化学討論会、 年 月 日、
鳥取

“

”

（ ）

“
”

“
”

“
”

“

”

“
”

“In situ

”

「酸化セリウムをナノ分散した酸化イットリウム上での
メタン酸化カップリング」
桂川侑也・羽田政明
第 回セラミックス基礎科学討論会、 年 月

日、つくば

「水熱法による酸化コバルト系複合酸化物の合成と
酸化反応」
河口優祐・羽田政明
第 回セラミックス基礎科学討論会、 年 月

日、つくば

「in situ赤外分光法を活用した排ガス浄化触媒の評価
および反応解析」
羽田政明
自動車技術会排気触媒システム部門委員会シンポジウ
ム、 年 月 日、東京（依頼講演）

「水熱合成による酸化ニオブ粒子の形態制御と固体酸触
媒応用」
渕上輝顕・木俣良介・中村修一・羽田政明・柿本健一
日本セラミックス協会 年年会、 年 月

日、仙台
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研究業績：先進機能材料研究部門・材料資源研究グループ

「可とう性チタン酸アルミニウムセラミックスの微構造」
太田敏孝・本多沢雄・安達信泰・石澤伸夫・

耐火物　 ［ ］ （ ）
チタン酸アルミニウム原料を ～ ℃ 時
間の過度の焼結により、粒子を針状に成長させ、また、

多くのマイクロクラックを発生させた。針状粒子は、
［ ］方向に成長し、互いに絡み合った。その結果、
粒界のマイクロクラックのネットワークと針状粒子の
絡み合った特殊な組織によって、可撓性や衝撃吸収特
性を示した。

先進機能材料研究部門・材料資源研究グループ

〈論文〉

〈総説・解説・報文・その他〉

「人工コンニャク石」
太田敏孝
セラミックス　 ［ ］ （ ）
ミクロスケールでの強靱さは保持しながらも、マクロ
スケールでは自在に形を変えることができる「やわら
かいセラミックス」に関する最近のトピックスを紹介

した特集の一事例として、天然の可撓性砂岩、イタコ
ルマイト（コンニャク石）に倣って作製した可撓性チ
タン酸アルミニウムセラミックスについて、セラミッ
クスにしては “ やわらかい ” という性質を紹介した。
（依頼原稿）

〈発表〉

「人工コンニャク石構造の制作と評価」
島寄雅也・安達信泰・藤　正督・太田敏孝・

耐火物技術協会年次学術講演会、 年 月 日、
名古屋

「白天目、瀬戸黒の分析」　
太田敏孝・青山双渓
東洋陶磁学会第 回大会、 年 月 日、
多治見（依頼講演）

「おもしろ鉱物・岩石紀行」
太田敏孝
第 回日本フラックス成長研究発表会、 年
月 日、横浜（特別講演）

「コンニャク石の構造を模倣した可撓性ブロック集合体
の作製と評価」
岩屋　遼・吉田　亮・安達信泰・藤　正督・太田敏孝・

日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、
年 月 日、名古屋

「瀬戸黒釉薬中における酸化鉄結晶の分析」
岩瀬信洋・安達信泰・太田敏孝・青山双渓
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋
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研究業績：先進機能材料研究部門・エネルギー材料研究グループ

“

”

（ ）
本論文では溶液プロセスで作製した酸化亜鉛膜の光触
媒特性を評価し、導電性及び表面構造が光触媒特性に
及ぼす影響について議論した。

“

”

（ ）
本論文では溶液プロセスと真空プロセスを用いて酸化
亜鉛膜を作製し、作製方法による特性の変化について
議論した。

“
”

本論文では水熱合成法を用いてヘクトライトを合成
し、ヘクトライトの化学組成と構造の変化が導電性に
及ぼす影響について議論した。

“
”

（ ）

本論文では を合成し、二酸
化炭素の還元及び水素生成の結果から光触媒特性を評
価した。

“ ”

（ ）
本論文では金属絶縁体転移を示す酸化バナジウム
（ ）の焼結体を 法によって作製し、焼結時の
圧力に伴う不均一歪みを制御することで の物性
に与える影響について調査した。

先進機能材料研究部門・エネルギー材料研究グループ

〈論文〉

〈著書〉

「マイクロ波加熱の基礎と産業応用　第 部　応用編　
第 章 ”材料プロセスへの応用」
白井　孝
マイクロ波加熱による低環境負荷型セラミックス

プロセスの開発、 ＆ 出版、
本書ではマイクロ波技術を応用し、これまでに開発し
た低環境型セラミックスプロセス技術に関する研究事

例について紹介し、今後のセラミックスプロセスの有
り方について環境負荷低減の観点から議論した。

日刊工業新聞社　粉体用語ポケットブック（一社）日
本粉体工業技術会［編］
白井　孝
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研究業績：先進機能材料研究部門・エネルギー材料研究グループ

「発光性 量子ドットのサイズ制御及び次世代
への応用」
辛　韵子・齋藤健一・白井　孝
第 回マテリアル・ファブリケーション・デザイン
研究会、 年 月 日、名古屋

「紫外線処理を用いた酸化亜鉛膜の応用」
洪　正洙・勝又健一・白井　孝・松下伸広
第 回マテリアル・ファブリケーション・デザイン
研究会、 年 月 日、名古屋

「廃棄物系粒子の表面改質による活性化と無焼成固化体
作製」
加藤邦彦・赤木琢真・小黒ちはる・辛　韵子・洪　正
洙・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「加熱下における水酸アパタイトの構造変化とラジカル
生成挙動」
赤木琢真・西川治光・洪　正洙・辛　韵子・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「加熱方法の違いによる 粉体への影響と評価」
野田啓尊・ ・仙名　保・藤　正督・
辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「表面処理による マイクロ波吸収特性への影響」
岩﨑亮太・西川治光・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「機械的表面処理が及ぼす粉体表面への影響とそのスラ
リー特性」
清水和加子・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「ヨウ素添加による炭素・セラミックス複合体の残炭率
向上」
服部美来・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「高活性ハイドロキシアパタイトを用いた ガス分
解多孔質触媒の作製とその特性評価」
辛　韵子・浅井大育・洪　正洙・西川治光・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「様々な表面構造を持つ水酸化アパタイトの合成及び特
性評価」
洪　正洙・池内大道・辛　韵子・西川治光・白井　孝
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸大学

「光触媒技術とその応用」
洪　正洙・松下伸広・白井　孝・勝又健一
平成 年度名古屋工業大学公開講座、 年 月
日、多治見

「環境に優しいナノシリコンを用いた次世代 の開発」
辛　韵子・齋藤健一・白井　孝
平成 年度名古屋工業大学公開講座， 年 月
日、多治見

「ゲルキャスティング法による多孔質の構造制御」
辛　韵子・浅井大育・洪　正洙・白井　孝
粉体粉末冶金協会、平成 年度秋季大会、 年
月 日、京都大学

「もみ殻を前駆体とした ナノ粒子のマイクロ波合成」
加藤邦彦・ ・藤　正督・白井　孝
第 回日本電磁波エネルギー応用学会シンポジウム、

年 月 日、名古屋

「高活性ハイドロキシアパタイトを用いた ガス分
解多孔質触媒の作製とその特性評価」
辛　韵子・浅井大育・洪　正洙・西川治光・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「釉薬表面における金属酸化物の構造評価」
紫藤壮大・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「 複合粒子の合成とその応用」
小林史明・辛　韵子・洪　正洙・西川治光・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会，

〈口頭発表〉
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年 月 日、名古屋工業大学

「加熱下における水酸アパタイトの構造評価及び
ガス分解挙動」
赤木琢真・西川治光・洪　正洙・辛　韵子・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「マイクロ波選択加熱による 粉体への影響とそ
の評価」
野田啓尊・ ・仙名　保・藤　正督・
辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「マイクロ波特異反応場を利用した金属酸化物合成と光
触媒への応用」
加藤邦彦・ ・辛　韵子・洪　正洙・
白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「遊星ボールミル処理による 粉体の構造変化とそ
の評価」

・池内大道・辛　韵子・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「溶液プロセスで作製した酸化亜鉛膜の光触媒特性」
洪　正洙・勝又健一・白井　孝・松下伸広
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「原料粉体の違いが及ぼす表面変質への影響」
清水和加子・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「溶液プロセスで合成した鉄錆の光機能性評価」
洪　正洙・白井　孝・勝又健一
第 回セラミックス基礎科学討論会、 年 月

日、つくば

“
’ ”

第 回セラミックス基礎科学討論会、 年 月
日、つくば

“
”

・池内大道・ ・白井　孝
第 回セラミックス基礎科学討論会、 年 月

日、つくば

研究業績：先進機能材料研究部門・エネルギー材料研究グループ

〈ポスター発表〉

「マイクロ波特異応答性を利用した酸化物合成手法の
開発」
加藤邦彦・ ・藤　正督・白井　孝
第 回材料科学フロンティア研究院シンポジウム、

年 月 日、名古屋工業大学

「 法による 複合粒子の
作製」

・池内大道・仙名　保・藤　正督・白
井　孝
第 回材料科学フロンティア研究院シンポジウム、

年 月 日、名古屋工業大学

「 結晶構造の違いによるマイクロ波吸収特性への
影響」
岩﨑亮太・河内ひづる・若井久美子・藤　正督・白

井　孝
第 回材料科学フロンティア研究院シンポジウム、

年 月 日、名古屋工業大学

「ミリング処理によるアルミナ粒子表面状態変化と分散
剤吸着量への影響」
清水和加子・小黒ちはる・土本順造・藤　正督・白
井　孝
第 回材料科学フロンティア研究院シンポジウム、

年 月 日、名古屋工業大学

「ヨウ素溶液含浸によるポリマーの黒鉛化挙動への
影響」
服部美来・小黒ちはる・土本順造・藤　正督・白
井　孝
第 回材料科学フロンティア研究院シンポジウム、
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年 月 日、名古屋工業大学

“

”

“

”

“
”

「水溶液プロセスを用いて作製した多様な表面構造を持
つ酸化亜鉛膜の特性評価」
洪　正洙・勝又健一・松下伸宏・白井　孝
第 回日本セラミックス協会東海支部東海若手セラ
ミスト懇話会、 年 月 日、浜松市

「量子ドットの作製と応用」
辛　韵子・齋藤健一・白井　孝
第 回日本セラミックス協会東海支部東海若手セラ
ミスト懇話会、 年 月 日、浜松市

「マイクロ波特異応答性を利用した酸化物合成手法の
開発」
加藤邦彦・ ・藤　正督・白井　孝
第 回日本セラミックス協会東海支部東海若手セラ
ミスト懇話会、 年 月 日、浜松市

「 結晶構造の違いによるマイクロ波吸収特性への
影響」
岩﨑亮太・西川治光・白井　孝
第 回日本セラミックス協会東海支部東海若手セラ
ミスト懇話会、 年 月 日、浜松市

「ミリング処理によるアルミナ粒子表面状態変化と分散
剤吸着量への影響」
清水和加子・白井　孝
第 回日本セラミックス協会東海支部東海若手セラ
ミスト懇話会、 年 月 日、浜松市

「ヨウ素溶液含浸によるポリマーの黒鉛化挙動への
影響」
服部美来・南口　誠・白井　孝
第 回日本セラミックス協会東海支部東海若手セラ
ミスト懇話会、 年 月 日、浜松市

「マイクロ波加熱スイッチングによる酸化物合成と光触
媒材料への応用」
加藤邦彦・ ・藤　正督・白井　孝
粉体工学会 年度秋季研究発表、 年 月

日、大阪

「遊星ボールミル処理による 粉体の構造変化とそ
の評価」

・池内大道・藤　正督・白井　孝
粉体工学会 年度秋季研究発表、 年 月

日、大阪

“

”

“ ”

“

”

研究業績：先進機能材料研究部門・エネルギー材料研究グループ
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「第 回材料科学フロンティア研究院シンポジウム優
秀発表賞」
加藤邦彦・ ・藤　正督・白井　孝
マイクロ波特異応答性を利用した酸化物合成手法の
開発

年 月 日、名古屋工業大学

「第 回日本セラミックス協会東海支部 東海若手セラ
ミスト懇話会最優秀発表賞」
加藤邦彦・ ・藤　正督・白井　孝
マイクロ波特異応答性を利用した酸化物合成手法の
開発

年 月 日、浜松

「第 回日本セラミックス協会東海支部 東海若手セラ
ミスト懇話会　優秀発表賞」
清水和加子・白井　孝
ミリング処理によるアルミナ粒子表面状態変化と分散
剤吸着量への影響

年 月 日、浜松

「第 回日本セラミックス協会東海支部 東海若手セラ
ミスト懇話会　ベスト質問賞」
加藤邦彦

年 月 日、浜松

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム
」

加藤邦彦・赤木琢真・小黒ちはる・辛　韵子・洪　正
洙・白井　孝
廃棄物系粒子の表面改質による活性化と無焼成固化体
作製

年 月 日、神戸大学

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム
」

赤木琢真・西川治光・洪　正洙・辛　韵子・白井　孝
加熱下における水酸アパタイトの構造変化とラジカル
生成挙動

年 月 日、神戸大学

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム
」

野田啓尊・ ・仙名　保・藤　正督・
辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
加熱方法の違いによる 粉体への影響と評価

年 月 日、神戸大学

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム
」

岩﨑亮太・西川治光・辛　韵子・洪　正洙・白井孝
表面処理による マイクロ波吸収特性への影響

年 月 日、神戸大学

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム
」

清水和加子・辛　韵子・洪　正洙・白井　孝
機械的表面処理が及ぼす粉体表面への影響とそのスラ
リー特性

年 月 日、神戸大学

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム
」

服部美来・辛　韵子・洪　正洙　白井　孝
ヨウ素添加による炭素・セラミックス複合体の残炭率
向上

年 月 日、神戸大学

「平成 年度日本セラミックス協会東海支部学術研究
発表会　最優秀講演賞」
洪　正洙・松下伸広・白井　孝・勝又健一
溶液プロセスで作製した酸化亜鉛膜の光触媒特性

年 月 日、名古屋工業大学

「第十二回わかしゃち奨励賞（応用研究部門）優秀賞」
加藤邦彦
マイクロ波磁場加熱技術による可視光応答型光触媒材
料の創成

年 月 日、あいち産業科学技術総合センター

研究業績：先進機能材料研究部門・エネルギー材料研究グループ

〈受賞〉
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「チュニジア国 貯水池堆積土を用いた浄水
フィルター用容器の作製」
藤　正督・高井千加・土本順造・入江光輝・

沙漠研究、 （ ）， ，
貯水池に沈殿物が存在することで本来貯水池が貯水可
能な水分量が減少する。また、発展途上国において貯
水池中の沈殿物の除去には費用の点からも除去するこ
とが難しい。本研究ではチェニジアのジャーミン貯水
池に存在する沈殿物をセラミックス科学の観点から調
査することでセラミックス材料としての有用性を提唱
した。

“
”

堆積物は貯水池の貯蔵能力を低下させ、地表水源の保
持量を低下させる。有効な対策は浚渫であるが、財政
的な理由から、途上国では実施され難い。その解決策
の つは、堆積物を価値のある商品に変換すること
である。本研究では、チュニジア国 貯水池
における堆積物である底泥のセラミック原料としての
適応性について検討した。沈降粒子の形状は板状で
あった。サイズは約 μ であった。日本の伝統的な
セラミック原料よりもかなり小さいことがわかった。成形
に適した含水量は約 ％であった。乾燥収縮率は

％であった。焼結による収縮は、それぞれ
℃で ％

であった。最高の焼結温度は、密度、気孔率および結
晶構造の観点から ℃であった。焼結による収縮は、
堆積物の粒径が小さい為、日本の伝統産業で使用され
ている一般的なセラミック原料の収縮よりもはるかに
高い収縮率である。砂や粒状の廃セラミックスなどの
高温安定な材料を混合することで調整可能であること
を示した。

「キャピラリー電気泳動によるセラミックススラリーの
簡易成分分析」
藤　正督・井上良宏・高井千加・中島佑樹・石原真裕

粉体工学会誌、
スラリーの分散凝集性を分析する手法としてキャピラ
リー電気泳動法を提案した。実スラリーを模した分散
剤添加アルミナスラリーを用いた分析結果から、吸着・
未吸着分散剤を分離して検出可能であり、分析の簡便
さからスラリー品質の確認に適していることが明らか
にされた。

“

”

本研究では、質量が同じで構造が異なるブチルアル
コールをナノ粒子表面に導入した改質粒子を合成し、
改質基の構造と運動性が改質粒子表面の濡れ性に影響
を与えることを明らかにした。水蒸気吸着を
で観察することで改質基の構造と運動性が表面濡れ性
に与える影響を分子レベルで観察し、その結果を巨視
的な観察方法の結果と比較した。分子レベルで改質表
面を評価し、改質基の構造と運動性の表面改質への影
響を明らかにすることでナノ粒子の表面改質の分子レ
ベルでのデザインに大きく役立つことが示唆された。

“

”

本研究では、炭酸カルシウムを用いた微細な中空シリ
カ粒子の合成手法の提案を行った。炭酸カルシウムの
微細粒子は、溶液中で不安定であるため、テンプレー
トとして使用するのは困難である。そこで、メタノー
ル中で炭酸カルシウムを合成し、表面にメタノールを
吸着させることで微細粒子の安定化をし、中空シリカ
粒子のテンプレートとすることで、ワンポットでの微
細中空シリカ粒子の合成に成功した。

先進材料設計研究部門・材料創製研究グループ

〈論文〉

研究業績：先進材料設計研究部門・材料創製研究グループ
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“

”

（ ），
本研究では、 エマルジョンテンプレート法
における 濃度の影響を調査した。 濃度によ
り、テンプレートの特性が変化し、低濃度の場合は、
安定した微細な中空シリカ粒子の合成に成功した。一
方、高濃度の場合は、一部のアンモニアが溶液中に溶
出することで、中空シリカ粒子とともに中実シリカ粒
子が合成された。

“

”

酸化イットリウムの単斜構造は特有な光学特性を示す
が、高圧力下で安定である。この実験では、単斜相の
安定性における粒子サイズと塑性ひずみの影響を高圧
下ひずみ（ ）法によって検証した。立方晶から
単斜相の相転移は、 でおこり、理論的な転移圧
力より低い。単斜相はナノ粒子内に形成されており、
有効内部応力が促進されたためと考えられる。また単
斜相の形成後、バンドギャップが減少し、 の機構
も電気双極子から磁気双極子に変化した。

“
”

（ ），

はウルツ鉱型の結晶構造を持ち、広いバンド

ギャップ（ ）から紫外光領域で光触媒活性
を示す。高圧下では岩塩型へ相転移し、バンドギャッ
プは狭くなるが酸素欠陥を持つため不安定であること
が知られている。本研究では、高圧ねじり加工法を用
いて の塑性歪み応力を加えることで岩塩構造を
安定化しバンドギャップを まで減少させ、可
視光下での光触媒活性を向上させることに成功した。

“
”

リチウムマグネシウムシリケート（ヘクトライト）は
特有の層状構造や良好な機械的性質、高いイオン交換
容量、荷電層を有しているため、近年ではイオン伝導
体だけではなく光エネルギー・光触媒としても応用さ
れている。本研究ではチャルハン塩湖の塩水から
ヘクトライト分散液を水熱合成し、合成時間に応じて
アスペクト比の異なるヘクトライト層を得た。合成さ
れた ヘクトライト分散液の電気伝導度と物理化学
的特性について報告した。

“
”

（ ），
ポリマーナノコンポジット（ ）技術は、材料特
性および経済的利益の向上させるため、過去数十年間
の材料研究において大きな貢献をしている。本研究で
は、 重合による可撓性、透明性、および導電
性グラフェン ポリ（ ヒドロキシルメチル）アク
リルアミド（ ）複合膜の調製のための簡単な
汎用溶液ベースの方法を提案し、この単純な方法を利
用して新規的な透明導電性グラフェン複合膜を作製
し、最大で の電気伝導率と ％までの光透
過率を実証した。

〈著書〉

「粉体用語ポケットブック」
藤　正督（他）
日刊工業新聞社

粉体を工業的に利用する場合に必要と思われる用語
を、基礎的な用語から専門性の高い用語まで幅広く抽
出し、との意味を簡潔に把握できるように、 字以
内で説明した。
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「第 回粉体エンジニア早期養成講座　粉体工学基礎論」
藤　正督
（社）日本粉体工業技術協会、 粉体特性論Ⅱ、
粉体の特性を左右する粒子間相互作用について概説し
た。特に液中粒子や湿った粒子について、ファンデル
ワールス力、静電相互作用力、液架橋付着力について
基礎から説明した。また、粒子間相互作用力に関する
評価方法についても説明した。

「粉体入門セミナーⅡ「粉をつくりそして利用するた
めに」」
藤　正督（他）
（社）日本粉体工業技術協会、 粉体成形・粉体を形
にする、
原料粉体から所望のバルク形状を得るためには、粉体
の流動性を利用し粉体の形をつくる賦形と同時に得ら
れた形を固化保持することが必要である。この流動と
固化というトレードオフの粉体物性を種々の成型法で
如何に制御されているかを解説した。

〈総説・解説・報文・その他〉

「局所反応場制御による新規セラミックスプロセスの開
発」
白井　孝・藤　正督
セラミックス、 （ ）、 、
これまで行ってきたマクロは照射による海面反応促進
効果を利用したバインダーレス成型技術とメカノケミ
カル効果による粉体表面活性を利用した無焼成セラ
ミックスプロセス技術に関する研究事例について紹介
し、今後のセラミックスプロセスの在り方について環
境負荷低減の観点から議論している。

“
”

先進セラミックス研究センター年報（ ）

本報告では、シリコーンエラストマーの特徴が述べら
れた。それを基材として利用し、強誘電体粉末

、或は フィラーと組み合わせて作製
した静電容量性コンポジット又は導電性コンポジット
が圧力を探知、測定する研究について詳しく討論した。
こうした機能性シリコーンコンポジットは高精度の力
学センサーに応用される可能性が強く示された。

〈口頭発表〉

「シリカ セルロース界面相互作用を考慮した多孔質複
合膜の作製」
高井千加・長嶺英範・藤　正督
粉体工学会 年度春期研究発表会、 年 月

日、東京

「エマルジョンテンプレート法による金ナノ粒子内包中
空シリカ粒子の作製」
中島佑樹・高井千加・ ・藤　
正督
粉体工学会 年度春期研究発表会、 年 月

日、東京

“ （ ）

”

“

”

「 半導体の相変態における結晶粒子サイズ効果」
・ ・有田　誠・堀

田善治・藤　正督
第 回日本顕微鏡学会学術講演会、 年 月
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月 日、札幌

“

”

粉体粉末冶金協会春季大会、 年 月 日－
月 日、早稲田

「 基複合ナノ材料の機械的および微視的構造解析
に関する基礎研究」

日本セラミックス協会東海支部、第 回東海若手セ
ラミスト懇話会、 年夏期セミナー、 年 月

日、浜松（招待講演）

「非溶媒相分離法を用いたシリカ／セルロース多孔膜の
作製」
高井千加・長嶺英範・藤　正督
セルロース学会第 回年次大会、 年 月
日、岐阜

“
”

（ ）

“

”

（ ）

“

”

（ ）

“
“

（ ）

“

”

（ ）

「透明断熱膜への応用を目的としたナノシリカ中空粒子
の微構造設計」
高井千加・藤　正督・藤本恭一
日本ゾルゲル学会第 回討論会、 年 月 日、
大阪

“

”

年度第 回粉体操作に伴う諸現象に関する勉強
会、 年 月 日、奈良

「エマルジョンテンプレート法を用いて作製された中空
シリカ粒子形状へのポリアクリル酸濃度の影響」
中島佑樹

年度第 回粉体操作に伴う諸現象に関する勉強
会、 年 月 日、奈良

“
“

（ ）

「ゲルを用いた中空粒子内部での金ナノ粒子形成」
中島佑樹・高井千加・ ・藤　
正督

年度若手研究者討論会、 年 月 日、
岐阜

「 価のバナジウム塩を用いたサーモクロミック性を有
する二酸化バナジウム粒子の合成」
安藤雅文・高井千加・ ・藤　
正督

年度若手研究者討論会、 年 月 日、
岐阜
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研究業績：先進材料設計研究部門・材料創製研究グループ

“
”

「ナノシリカ中空粒子の分散凝集制御とその実例」
藤　正督・高井千加・
第 回コロイドおよび界面化学討論会、 年
月 日、神戸（招待講演）

「シリカ セルロース界面を考慮した非溶媒誘起相分離
法による多孔質複合膜の作製」
高井千加・長嶺英範・藤　正督
第 回コロイドおよび界面化学討論会、 年
月 日、神戸

“

”

先端バイオマス利用コンソーシアム運営委員会合同研
究報告会、 年 月 日、浜松

「無焼成固体の強度発現機構解析における モデル
の構築」
佐藤知広・齋藤賢一・藤　正督・高井千加・

・宅間正則・高橋可昌
日本機械学会 第 回計算力学講演会（ ）、

年 月 日、大阪

「無焼成セラミックスへの挑戦」
藤　正督・高井千加・ ・

日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、
年 月 日、兵庫（依頼講演）

「酸化イットリウム（ ）の光学特性に及ぼすサイ
ズ効果の影響」

・ ・ ・
秋葉悦男・堀田善治・藤　正督
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、兵庫

「シリカ／セルロース間の濡れ性を考慮したシリカ多孔
質膜の作製」
高井千加・長嶺英範・藤　正督
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、兵庫

「水溶性高分子と触媒を用いた蛍光体担持中空シリカ粒
子の作製」
則竹将志・高井千加・ ・藤　
正督
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、兵庫

「異なるメカノケミカル処理により得た無焼成固化体の
作製とその特性評価」
篠田安弘・立石賢司・尾畑成造・

・高井千加・藤　正督
日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム、

年 月 日 日、兵庫

「溶媒極性を利用したスケルトン粒子の合成とその応
用」
高井千加・藤本恭一・藤　正督

年度粉体工学会秋期研究発表会、 年 月
日、大阪

「どんな樹脂にも安定した分散を 」
高井千加・藤　正督

産学官連携フェア 粉の技術、 年
月 日、大阪

「粉体成形の基礎と未来」
藤　正督
粉体工業展大阪 粉体機器ガイダンス 「混合・
成形」、 年 月 日、大阪（依頼講演）

“
”

（ ）

“
”

（ ）

“

”
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研究業績：先進材料設計研究部門・材料創製研究グループ

（ ）

“
”

（ ）

“

”

（ ）

“
”

（ ）

“
”

（ ）

“

”

（ ）

「シリカの摩砕による表面活性化とそ評価」
藤　 正 督・ 中 島 佑 樹・ 高 井 千 加・

・
第 回粉体に関する討論会、 年 月 日、

宮城

「有機酸被覆炭酸カルシウムをテンプレートとしたスケ
ルトンシリカナノ粒子の合成」
高井千加・藤本恭一・池田弘樹・藤　正督
第 回粉体に関する討論会、 年 月 日、
宮城

「ポリアクリル酸 アンモニアをテンプレートとする金
ナノ粒子内包鈴型シリカ粒子の簡易合成」
中島佑樹・高井千加・ ・藤　
正督
無機マテリアル学会第 回学術討論会、 年
月 日、熊本

「界面化学を基礎とした材料プロセス 中空粒子と無焼
成セラミックスへの展開 」
藤　正督
同志社大学先端複合材料研究センターシンポジウム

、 年 月 日、大阪

“
”

“

”

「コンニャク石の構造を模倣した可撓性ブロック集合体
の作製と評価」
岩屋　遼・吉田　亮・安達信泰・藤　正督・太田敏孝・

日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、
年 月 日、名古屋工業大学

「無機粒子テンプレート法を応用したスケルトン粒子の
合成におけるシリカフレーム構造制御」
池田弘樹・高井千加・ ・藤　
正督
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学
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研究業績：先進材料設計研究部門・材料創製研究グループ

「アンモニア水中での の反応性評価」
小森大輔・高井千加・ ・藤　
正督
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋工業大学

「無焼成セラミックスプロセスの解析とそれに基づく革
新的材料の創生」
藤　正督
「セラミックス」産学共創の場、 年 月 日、
東京

「無焼成固化法を用いた 複合材の機械的
特性・電気的特性の向上」
後藤理乃・高井千加・ ・藤　
正督
日本セラミックス協会第 回基礎科学討論、 年
月 日、つくば

“
”

日本セラミックス協会第 回基礎科学討論、 年
月 日、つくば

「メカノケミカル処理条件が無焼成セラミックスの特性
に及ぼす影響」
尾畑成造・篠田安弘・立石賢司・

・高井千加・藤　正督
日本セラミックス協会第 回基礎科学討論、 年
月 日、つくば

「セラミックス製造への プリンターの適応に向けて
の現状と挑戦」
藤　正督
陶都瀬戸躍進会議（瀬戸市）、名古屋工業大学サテラ

イトキャンパス、 年 月 日、瀬戸（依頼講演）

“
”

「無焼成セラミックスへの挑戦と現状」
藤　正督
第 回窯業技術検討会兼平成 年度三重県工業研究
所窯業研究室研究発表会、 年 月 日、三重（依
頼講演）

「界面を考慮した機能性ナノ粒子薄膜の作製」
高井千加
ホソカワミクロン株式会社平成 年度助成事業贈呈
式、 年 月 日（依頼講演）

“
”

（ ）

「焼成工程なしで造るセラミックスの可能性」
藤　正督
新産業シーズ発表会‐先進無機系材料の最新応用‐、

年 月 日、名古屋（依頼講演）

「 触媒を利用したシリカナノ中空粒子の反応促進
機構」
高井千加・石野尊拡・藤　正督
日本セラミックス協会 年年会、 年 月

日、仙台

〈ポスター発表〉

「透明断熱膜への応用を目的としたナノシリカ中空粒子
の微構造設計」
高井千加・藤　正督・藤本恭一
日本ゾル－ゲル学会第 回討論会、 年 月
日、大阪

「サーモクロミック性を有する二酸化バナジウム粒子の

合成とその応用」
安藤雅文・高井千加・ ・藤　
正督

年度粉体工学会秋期研究発表会、 年 月
日、大阪

「非水系スラリーの分散性評価装置の研究開発」
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研究業績：先進材料設計研究部門・材料創製研究グループ

前島悠作・高井千加・ ・藤
正督

年度粉体工学会秋期研究発表会、 年 月
日、大阪

“

”

“
”

“

”

〈受賞〉

「 賞」
中島佑樹・高井千加・ ・藤　
正督
エマルジョンテンプレート法による金ナノ粒子内包中
空シリカ粒子の作製

年度粉体工学会春季研究発表会、 年 月
日、東京

「ベストポスター賞」
高井千加・藤　正督・藤本恭一
透明断熱膜への応用を目的としたナノシリカ中空粒子
の微構造設計
日本ゾルゲル学会第 回討論会、 年 月 日、
大阪

「 」
則竹将志・高井千加・ ・藤　
正督水溶性高分子と触媒を用いた蛍光体担持中空シリ
カ粒子の作製
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、兵庫

「平成 年度日本セラミックス協会東海支部学術研究
発表会　優秀講演賞」
小森大輔
アンモニア水中での の反応性評価

年 月 日、名古屋工業大学
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研究業績：先進材料設計研究部門・材料機能研究グループ

「金コロイド溶液を用いた金ナノ粒子と磁性ガーネット
の複合膜の合成」
五十嵐　学・太田敏孝・安達信泰
第 回 東海若手セラミスト懇話会、 年 月

日、浜松

「ビスマス鉄ガーネット薄膜の金ナノ粒子による磁気光
学効果の増大に関する研究」
大橋厚哉・五十嵐　学・太田敏孝・安達信泰
第 回 東海若手セラミスト懇話会、 年 月

日、浜松

「金属コロイド溶液を用いた金属微粒子と磁性ガー
ネットの複合膜の合成 」
五十嵐　学・太田敏孝・安達信泰
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸

「ビスマス鉄ガーネット薄膜中の金属ナノ粒子による磁
気光学効果の増大領域に関して」
大橋厚哉・五十嵐　学・太田敏孝・安達信泰
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、神戸

“
”

｢有機金属分解法による の合成と磁気特性｣
中田勇輔・太田敏孝・安達信泰
日本セラミックス協会東海支部 年学術研究発表
会、 年 月 日、名古屋工業大学

「コンニャク石の構造を模倣した可撓制性ブロック集合
体の作製と評価」
岩屋　遼・吉田　亮・安達信泰・藤　正督・太田敏孝
日本セラミックス協会東海支部 年学術研究発表
会、 年 月 日、名古屋工業大学

「瀬戸黒釉薬中における酸化鉄結晶の分析」
岩瀬信洋・安達信泰・太田敏孝・青山双渓
日本セラミックス協会東海支部 年学術研究発表
会、 年 月 日、名古屋工業大学

「金属微粒子とビスマス鉄ガーネットの複合膜の合成と
磁気光学特性」
五十嵐　学・大橋厚哉 ･太田敏孝・安達信泰
日本セラミックス協会第 回セラミックス基礎討論
会、 年 月 日、つくば

「有機金属分解法により合成した のフェリ磁
気特性」
安達信泰・中田勇輔・太田敏孝
日本セラミックス協会 年年会、 年 月

日、仙台

先進材料設計研究部門・材料機能研究グループ

〈発表〉

〈受賞〉

「日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジウム グ
リーン・プロセッシングセッション奨励賞」
大橋厚哉
ビスマス鉄ガーネット薄膜中の金属ナノ粒子による磁

気光学効果の増大領域に関して
日本セラミックス協会第 回秋季シンポジウム、

年 月 日、兵庫
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“

”

Powder Diffr. （ ）
あいちシンクロトロン光研究センターの 粉末
回折ビームラインにおいて、二次元検出器を四連装化
する改良を施した。複数の二次元ピクセル強度データ
セットを接続して得られた粉末回折図形はほぼ左右対
称なピーク形状を示したが、わずかな非対称性を示し
た。この非対称性はベータ分布関数を用いることによ
りほぼ再現しうることを見出した。

“ （ ）

”

Jpn. J. Appl. Phys., （ ）
（ ） （ ）に異種元素を導入した複合
系非鉛圧電体（（ x x） －δ

）の正方晶－
直方晶相転移について、シンクロトロン粉末回折と電
子顕微鏡によるその場実験によって調べた。 分率
x の複合体では、温度低下とともに室温付近で
相転移が始まるが、低温に至るまで広い温度範囲で相
転移が徐々に進行することがわかった。 分率 x

の複合体では、 から の範囲では正方
晶と二種の異なる直方晶からなる三相混合状態をとる
ことがわかった。

先進材料設計研究部門・材料設計研究グループ

〈論文〉

研究業績：先進材料設計研究部門・材料設計研究グループ

〈総説・解説・報文・その他〉

「粉末回折データに対する逆畳み込み・畳み込み処理の
考え方」

名古屋工業大学先進セラミックス研究センター年報 , 
（ ）

最近提案した粉末回折データに対する逆畳み込み・畳
み込み処理に関する基本的な考え方について解説し

た。この方法は現実的なＸ線の分光プロファイルに関
する情報と、ブラッグ・ブレンターノ型粉末回折計の
軸発散収差に関するキュムランと解析の結果に基づ
く。実測の粉末回折データにこの処理を施すと、実測
データの含む不要な偽ピークやピーク形状の歪みが効
果的に除去されることを示した。

〈発表〉

「粉末回折データの確率論的な解釈と高次元検出器・放
射光の利用」
井田　隆
日本結晶学会講習会「粉末Ｘ線解析の実際」、 年
月 日、東京

“
”

“

”
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研究業績：先進材料設計研究部門・材料設計研究グループ／地域連携グループ

“
”

「チタン酸バリウムにおける正方晶 立方晶相転移の
研究」
八反大貴・井田　隆・野村勝裕
日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、

年 月 日、名古屋

“
”

プラズマ照射によるエッチング用半導体製造装置に用
いられる低発塵性セラミックス部材として、現在最も
腐食性が抑制できる材料として使用されている酸化

イットリア材料を用いて、我々が開発したエアロゾル
デポジション法で作製した部材と従来からの焼結法や
溶射法で作製した部材について、プラズマ中での腐食
の挙動をその部材表面の粗さ・組織変化について比較
した結果、本エアロゾルデポジション法で作製した部
材は、プラズマ照射後の表面の粗さ・組織変化が最も
小さく低発塵性セラミックス部材として期待できるこ
とを明らかにした。

地域連携グループ

〈論文〉

〈著書〉

「基礎から実践までの環境化学（第 版）」
西川治光・高原康光・大場和生・小川信明　共著
三共出版
大気汚染、水質汚濁、悪臭問題、地球環境問題など現
在の環境の実態を解説し、その技術的な対策（具体例
を含む）や政策的な対応を紹介している。この中で、

環境浄化材料にも触れており、酸化チタンやヒドロキ
シアパタイトなどの特性にも言及している。さらに、
世紀のエネルギー問題も概説し、今後の地球環境保

全の重要性を問いかけている。なお、今回の改訂では
最新の環境データを採用し、本文内容も更新している。

〈総説・解説・報文・その他〉

「 ・ システムと外部プログラムに
よる粉末構造解析 ̶ ・ シス
テムと統合支援環境̶」
泉　富士夫
まてりあ（日本金属学会会報） （ ）
我々は粉末Ｘ線・中性子回折データを解析し、得られ
た結果や電子状態計算結果を三次元可視化するための

・ システムを自主開発しネット
上で公開することにより量子ビーム技術の振興に資す
るとともに、我々の研究成果を社会に還元してきた。
まず ・ システムの概要と二つの

テキストエディター（ 秀丸エディタ、
）を基盤とする ・

統合支援環境について述べる。同支援環境では入出力
ファイルの編集と閲覧、各種プログラムの起動、ブッ
クマークによる特定箇所へのジャンプが可能であり、
使い勝手がすこぶる良い。

「 ・ システムと外部プログラムに
よる粉末構造解析 ̶ リートベルト解析とパターン
分解̶」
泉　富士夫
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研究業績：地域連携グループ

まてりあ（日本金属学会会報） （ ）
による結晶構造の精密化（リートベルト

解析）と積分強度の決定（パターン分解）においてキー
ポイントとなる機能のうち、これまで粉末 線回折
に関する書籍や解説に詳述しなかった重要なもの、た
とえば f ’ と f ’’ の波長依存性のグラフ化、散乱能が近
い元素の占有率の見積もり、結合距離・結合角に対す
る抑制条件付加の自動化、結晶子サイズとミクロ歪
みの決定をピックアップして概説する。 解析
後に個別プロファイルフィッティングを実行するハイ
ブリッド・パターン分解による信頼度指標 R の著し
い低下には目を瞠るものがある。

「 ・ システムと外部プログラムに
よる粉末構造解析 ̶ 構造モデルの導出と電子・散
乱長密度の三次元可視化̶」
泉　富士夫
まてりあ（日本金属学会会報） （ ）

は つのアプリケーション、最大エント
ロピー・パターソン法プログラム 、未知構造
解析統合システム 、双対空間法プログラ
ム 、最大エントロピー法プログラム

による結晶解析用の入力ファイルを出力す
るだけでなく、 と の出力ファイル
を読 み 込 める。 と

との連携による結晶構造モデルの構築につ
いて述べた後、 による電子・散乱長密度分
布の決定を通じた構造精密化の技法すなわち
（ ）を詳しく説明する。

〈発表〉

「環境改善のための環境技術開発と機能性材料」
西川治光
日本技術士会岐阜県支部講演会、 年 月 日、
岐阜（依頼講演）

「 ・ システムの体験学習」
泉　富士夫
「 ・ システムと外部プログラムに
よる粉末構造解析」講習会、 年 月 日、京都、
（京都大学）

｢次世代半導体製造装置部材を支える日本発の焼かない
セラミックスコーティング技術｣
清原正勝
日本化学会秋季事業第 回 化学フェスタ ｢日
本がセラミックスで世界を牽引する～先端学術研究か
らスマホへの応用｣、 年 月 日、東京都

「生体代替材料開発とその事業化」
久留島豊一
平成 年度 名古屋工業大学 先進セラミックス研究

センター 公開講座「人の暮らしに貢献する代替材
料」、 年 月 日、多治見

「エアロゾルデポジション法による半導体製造装置用低
発塵部材」
清原正勝
平成 年度日本セラミック協会東海支部学術研究発
表会、 年 月 日、名古屋工業大学

「粉末回折データの解析技術̶　リートベルト法」、「粉
末回折データの解析技術 ̶　パターン分解、未知構
造解析、 」
泉　富士夫
「 ・ システムと外部プログラムに
よる粉末構造解析」講習会、 年 月 ・ 日、
福岡（九州大学）

「 の歴史とイノベーション技術｣ について」
清原正勝
北九州イノベーションフォーラム 、 年 月
日、福岡


